                    新歓 ＆ よー子さん祝いの集い

（日程）

    ９９年７月１１日（日）

（内容）

    裕ちゃん、正子さん歓迎＆よー子さんの祝いを越沢バットレスキャンプ場でＢＢＱをやろう！

（参加者）

    松本＆JR、国見＆JRS、松田、平野、小西、羽佐田、畠田＆JR、浅賀＆JR、中村、谷野、鈴木、

    伊藤、大泉  総勢１８名     

（行程記録）

   集合：鳩ノ巣駅前 １０時０５分

   賢ちゃんは、電車を乗り間違えて御岳で下車、次の電車待ちのため３５分遅れる、アホ！

   ややちゃん曰く、前の日に、賢はわざわざ確認の電話をしてきたのに……と。純粋にバカ！

   この間に荷物の分担をする。

   ちょうど、１年前の今日、八ヶ岳で会発足の記念山行を行った。発足メンバーは９名（男性５、

   女性４）現在会員は１７名になった。あの日は、前日どしゃ降り、当日ドッピーカンだった。

   それ以来、まず雨に打たれるだろうと入山するも、歩きだせば晴れてくる、という幸運に恵まれ

   過ぎたこともあってか、今日は、どしゃ降り！！！！

   決して新会員に正子さんのせいとは思いたくないが、思ってしまう。因みに裕ちゃんは、瑞堵山では

   好天だったので……。   まあ、水も滴るいい女と思うようにしよう！！  なあ、まっちゃん。

   そうこうしている内に、遅れてもさわやかに、賢ちゃん到着。

  １０時４５分

   全員、スコールの中、出発。 車内で暴れて酔ってしまった康司は、歩きだすや、もう完全に直った！

   とポンチョ着て英男とぶっ飛ばす。これが、後程、遭難につながる。

   バットレスへの分岐を下降するが、この辺で実は、私は英男と康司が、やばいと思った。（この時点

   でぼくは戻るべきだった）最悪は、一男さんが直進し、康司達が下降したとするとやばかったが、

   康司達は直進していた。

   なんとか、一男さんに追いついて一緒にキャンプ場に着いていてくれたら、と思いつつ沢を上がって

   いったが、ぼくは内心気がきでなかった。

 １１時２５分

   キャンプ場到着、一男さんは到着、しかし英男と康司はいない！  さあ、捜索。 賢ちゃんは、沢を

   下り、ぼくは、更に山中へ、国ぼうは、一男さんルートを逆戻り、国ぼうと１５分進んで、お互い

   戻ってくることを約した。とにかく自主判断で沢に下りていないことを望むのみであった。ぼくは、

   １５分走って追ったので、もし入っていれば追いついたこと、また草が踏まれた形跡がないこと、

   泥道に靴の跡がないことなどから、こっちには来ていないと思った。

   不安な気持ちで戻るなか、「いたぞー！」の声に安堵した。

 １２時０５分

   全員揃って、乾杯！ 炭も調子よく燃えている。子供達は、バンガローで大騒ぎ。とにかく子供達に  

   早く食べさせて大人はゆっくりやろう。

   相変わらず、みんなよく食べてちょっと多かったかな、と思った肉も全部食べた。

   この雨のなか、バンガローは実にありがたい。そして大き目のやつを借りたのでゆったりして、子供

   連れにはもってこい。

   そうこうしている内、ヤヤちゃん、賢ちゃん、コニーが子供達を川に連れていってくれる。康司なん

   かは、賢ちゃんのこと完全に友達と思っている！確かに、頭のなかは、我々青年部より、幼児部に

   近いが…・。   そして、コニーもなんと泳ぎだす！   そしたら、ヤヤがぼくに「ジミー、パンツ

   貸して」といいに来たので、はいていた半ズボンを貸してやり、結局ぼくは、自宅に帰るまで下着

   一枚で行動することになった。ぼくは、こういう格好に自信があるので、帰りセブンイレブンにも

   寄った。

   ところで、一男さんは、どこに行ったのか、と思ったら、バンガローの隅でごろ寝。これが、好き

   なんですよ。いつも合宿山行では、酒飲んで、ちょっと馬鹿な話して、あとは至福の時に入っていく。

   そして、一男さんの天敵、クミさんは、といえば、こちらも大体、酔っ払ってヤヤに抱き着いたり

   うだうだ言う。そして、よー子さんは、顔色一つ変えず、ワーと甲高い声で手酌でばかばか飲む。

   本当にこの人の肝臓はどうなっているのか？ えっ、可憐なちーちゃん？ 決まってますがな、

   馬鹿な我々を見ながらニコニコしてたたずんでいる。

   山にくれば、人間に生まれたからには人間性、そして人間という動物に生まれたからには生きる力が

   、一番大切であることをぼくはいつも感じる。

   とする内に、そろそろ下山。

  ３時５０分

   下山開始、４時２５分鳩ノ巣駅前到着。無事歓迎会は終了。 

（山の豆知識）

  ・ＢＢＱでは、炭の下にアルミ箔を敷くと、後片づけが、目茶苦茶楽。 なんと言っても、油で

べとべとになったコンロを洗う必要性なし、炭もアルミ毎丸めてポイ。 

教えてやった人みんな、風が通らないのではと心配するが、やってみると全く影響ないことわかる。 

ちなみに、ぼく個人のセットは、数えきれないほど使っているが、炭を置くところは新品同様。 

これは、是非真似してみて！

  ・両手を使う必要のないコースでは、傘とスパッツが有効。上半身は、蒸れないし足元はスパッツで

    防水。しかし、今回のようなショートコースは、別だが、合羽を着ない場合、靴のなかに水が

    入らないようにスパッツは必着。水が入ると靴擦れ間違いなし。

  ・子供には、緊急の為、よびこを持たせよう。

  ・子供の中はさみは正解だが、ブラインドにならないよう気をつけよう。

· 子供連れの場合、必ずコースの把握（事前に地図見て）をしておこう。（今回、全コースを把握して   

  いたので即捜索できた）

（総括）

    遭難騒ぎで、ちょっと焦ったが（天候が天候だったのでなお更）、無事楽しい会を持てた。少々高く

    ついてもバンガローを確保したのは正解だった。私個人としては、子連れ登山のよい教訓となった。    

    どうでしたか？ ゆーちゃん、大泉さん？ 楽しめましたか？  そして、よー子さん、おめでとう！

